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保土谷化学グループが考える未来

価値創造プロセスの解説

ビジネスモデル
保土谷化学グループでは、多様化する社会のニーズをいち早く捉え、さまざまなお客様の異なるニーズに即応するために、
研究開発、生産、販売部門が連携した三位一体のビジネスモデルを構築しております。社内イントラネットを活用し、 
研究開発、生産、販売部門の3部門が、効率的かつ場所を選ばず迅速に情報を共有し、製品の開発につなげております。 
また、生産販売会議を月次で行うことで効率化を図るとともに、営業部門が得たお客様の要望やニーズを事業部と 
生産拠点で共有し、製品の改良に必要な体制や、新たな研究開発テーマの選定を迅速に行える体制としております。

強 み

保土谷化学グループは、化学メーカーとして、高いスペシャリティとオリジナリティを活かし、「環境調和型の生活文化の
創造」に貢献できる企業を目指しております。次の100年に向けて成長していくには、保土谷化学グループの企業メッセージ
である「化学で夢のお手伝い」をさまざまな形で実現しなければならないと考えております。世界的な社会課題にスピーディー
に対応し、全てのステークホルダーの皆様の期待にお応えすることで、企業価値を向上し、持続的な成長を目指します。

アウトカム／インパクト

揺るぎない3つの基礎技術力

進化し続ける3つの企業力

1.高純度化技術力

1.価値創造力

2.機能素材開発力

2.研究開発力

3.機能素材評価力

3.生産技術力

知見・経験・熟練。その評価技術
が未来型素材を支えます。

高度な評価技術で仕上げた保土谷化学 
グループの製品に対する答えは、お客様の
信頼に表れております。評価結果が新たな
設計へ、そして最先端の一歩先を行く 
素材へ生まれ変わります。

快適で豊かな暮らしにつながる、
新機能を持った素材を開発します。

目指すのは、安心・安全・快適で豊かな
暮らし、夢の実現です。保土谷化学グループは、 
あらゆる場面を想定した新たな分野に 
挑戦し、さまざまな機能を備えた新素材を
提案します。

高度な精製技術を駆使し、 
一段上の高純度化を実現します。

求められるのは、進化し続ける機能と 
新たな領域へ適応できる高純度素材。 
保土谷化学グループの高度な精製技術が、
最先端の厳しい要求を解決し、お客様の
期待にお応えします。

｢環境」と「安全」を考えつくした、
質の高いモノづくりを推進します。

高い品質、安定供給、コスト競争力など
が高く評価される保土谷化学グループ。
「環境」と「安全」を考えつくした高度な 
基準に基づく生産体制を構築しております。

最先端の研究テーマに基づき、 
次代をひらく技術を追求します。

長い歴史が育んだ高い研究スキルと、 
充実した研究設備。これらを駆使し、 
最先端の研究テーマに取り組むことで、
新たな価値をカタチにしてまいります。

お客様のあらゆる課題を解決に 
導く、新たな価値を創造します。

社会的ニーズ・顧客ニーズを的確に 
読み取る力。ニーズに応えようとする 
情熱と発想力。裏付けとなる技術力と 
ノウハウ。これらが付加価値の高い製品を
生み出す源泉です。

研究開発

特徴・大切にしていること
●  快適で豊かな暮らしに貢献する新素材を開発
する技術系人材

● 最先端の研究テーマを選定する目利き力
● 要素技術を確実に保護する知的財産活動
● 大学・研究機関との良好な関係

深化のための取り組み課題
●  研修制度の充実とエンゲージメントの向上による高度
な技術系人材の確保と育成

●  国内外の研究開発拠点の連携強化による商品開発の
スピードアップ

●  産学共同研究の推進による新規素材開発力の強化
● 研究開発費の積極的な投入

財務資本人的資本 知的資本 社会・関係資本

関連する
資本

販  売

特徴・大切にしていること
●  創業100年超の事業で培ったグローバルベースでの 
顧客基盤と信頼関係

●  社会ニーズ・顧客ニーズを的確に読み取り、実現する 
情熱と企画力

●  スペシャリティ製品を軸としたオリジナリティにあふれる 
製品ラインナップの構築による、ブランド認知度の向上

深化のための取り組み課題
●  顧客満足の向上に向けたお客様とのコミュニケーション強化
●  営業力を強化するための事業部体制の見直し（営業支援
組織のさらなる強化による営業への特化）

●  内外連携の強化による、販売チャネルの多様化、海外 
販売の増加

人的資本 知的資本財務資本

関連する
資本

社会・関係
資本

生  産

特徴・大切にしていること
●  温室効果ガス排出量、水排出量、産業廃棄物発生量の削減
● 製造拠点の最適複数拠点化
● BCP対策の強化

深化のための取り組み課題
● 温室効果ガス排出量、産業廃棄物発生量の削減
● 製造拠点の最適化
● BCP対策の強化
● DXによる効率的な生産
●  プロセス開発力の向上による新製品上市スピードの向上
●  教育の充実とエンゲージメントの向上による高度な 
技術系人材の確保と育成

財務資本人的資本 製造資本 社会・関係
資本

関連する
資本

自然資本


